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 2008 年４月 17 日未明に明石海峡で Mj4.1 の地震が発生し, 明石市で震度４などを観測した．翌 18日に

もほぼ同じ場所で Mj3.7 の有感地震が発生した．この２つの地震とそれらにともなう余震の震源分布を, 

京大防災研および気象庁一元化データに基づき図１に示す．京大防災研のものは自動処理結果であり, 震

源のばらつきが大きいが, 気象庁データと大きくは違わない．これらの地震は兵庫県南部地震の余震と考

えられるが, 余震活動は本震以来順調に減衰を続けており（図２）, 兵庫県南部地震の震源域内で Mj が 4

を超えたのは 2005 年 2 月以来となる． 

 17 日 Mj4.1 および 18 日 Mj3.7 の発震機構はともに東西圧縮逆断層型であり（図１）, 1995 年 1 月 17

日の本震が東西圧縮横ずれであったのとは異なる．兵庫県南部地震本震震源からは東北東に約２km 離れて

おり, 深さも約 10km と数 km 浅い位置にあたる．この周辺はこれまで余震活動全般を通じて, さほど活発

な活動は無かった箇所である．周辺で起きる微小地震の発震機構は概ね東西方向の圧縮を示しているが, 

もともと兵庫県南部地震以前も本震後の余震活動においても, 横ずれ型と逆断層型が混在しており, 狭い

地域内で発震機構が異なることも珍しくない．図３にこれまで, この地域でこれまで行われた微小地震の

発震機構解析の結果を示す．兵庫県南部地震の余震活動は様々な断層型が混在することが特徴の一つに挙

げられるが, 例えば 2000 年鳥取県西部地震の余震のほとんどが横ずれ型であったのとは対照的である． 

（片尾 浩） 
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